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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線通信における使用のための方法であって、
　無線送信受信装置（ＷＴＲＵ）によって、チャネル品質情報をレポートするステップを
具え、
　該ステップは、
　　　　ソースのノードＢに関連付けられた複数のＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉ
ｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）レポートを、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｄ
ｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で送信するス
テップと、
　　　　別のセルにおいてターゲットのノードＢに関連付けられた少なくとも１つのＣＱ
Ｉレポートを、前記ＨＳ－ＤＰＣＣＨで送信するステップとを含み、前記少なくとも１つ
のＣＱＩレポートは、ある期間に連続する送信時間間隔で連続的に送信されることを特徴
とする方法。
【請求項２】
前記別のセルにおいて前記ターゲットのノードＢに関連付けられた前記少なくとも１つの
ＣＱＩレポートの送信を、予め設定された停止条件で停止させるステップをさらに具えた
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
前記ソースのノードＢに関連付けられた複数のＣＱＩレポートの送信、および、前記別の
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セルにおいて前記ターゲットのノードＢに関連付けられた前記少なくとも１つのＣＱＩレ
ポートの送信は、ハンドオーバ動作中に提供されることを特徴とする請求項１記載の方法
。
【請求項４】
無線送信受信装置（ＷＴＲＵ）であって、
　ソースのノードＢに関連付けられた複数のＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　
Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）レポートを、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｄｅｄｉ
ｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で送信するように構
成された送信機を具え、
　前記送信機は、
　別のセルにおいてターゲットのノードＢに関連付けられた少なくとも１つのＣＱＩレポ
ートを、前記ＨＳ－ＤＰＣＣＨで送信するように構成され、前記少なくとも１つのＣＱＩ
レポートは、ある期間に連続する送信時間間隔で連続的に送信されることを特徴とする無
線送信受信装置（ＷＴＲＵ）。
【請求項５】
前記送信機は、前記別のセルにおいて前記ターゲットのノードＢに関連付けられた前記少
なくとも１つのＣＱＩレポートの送信を、予め設定された停止条件で停止させるようにさ
らに構成されたことを特徴とする請求項４記載の無線送信受信装置（ＷＴＲＵ）。
【請求項６】
前記ソースのノードＢに関連付けられた複数のＣＱＩレポートの送信、および、前記別の
セルにおいて前記ターゲットのノードＢに関連付けられた前記少なくとも１つのＣＱＩレ
ポートの送信は、ハンドオーバ動作中に提供されることを特徴とする請求項４記載の無線
送信受信装置（ＷＴＲＵ）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）は、１９９８年１２月に設立され
た共同作業協定である。この共同作業協定は、第３世代モバイル通信システム用のグロー
バルな仕様書および技術報告書を作成するために、多くの電気通信の標準規格を収集して
いる。ＨＳＤＰＡ（High-speed Downlink Packet Access）は、３ＧＰＰの詳細仕様書の
リリース５で紹介された特徴である。ＨＳＤＰＡは、３つの概念、すなわちＡＭＣ（Adap
tive Modulation and Coding）、早い物理層の再送信（Hybrid ARQ）、及び速いノードＢ
スケジューリング、を使用して最大のスペクトル効率を達成する。
【０００３】
　図１は、ＨＳＤＰＡを利用するように構成されたシステム１００のダイアグラムである
。このシステム１００は、コアネットワーク１０２、及びこのコアネットワーク１０２と
通信するＲＮＣ（radio network controller）１０４とを含んでいる。複数のノードＢ１
０６は、ＲＮＣと通信する（明確化のため、図１では２つのノードＢしか示されていない
。さらに多くのノードＢが単一のＲＮＣと通信可能であることが理解される。）。各ノー
ドＢ１０６は、複数のセル１０８を制御する（再び、図１に示されたセル１０８の数は単
なる例示である）。ＷＴＲＵ（wireless transmit/receive unit）１１０は、１または複
数のセル１０８と通信可能である。
【０００４】
　ＡＭＣは、ＷＴＲＵによって認識されたチャネルの条件に従って、ＨＳ－ＤＳＣＨ（Hi
gh Speed Downlink Shared Channel）における送信データ転送速度を適応させる。具体的
には、ノードＢは、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ（High Speed Dedicated Physical Control Channe
l）上のＷＴＲＵから得られた以下の情報を使用して、最高のデータ転送速度、コーディ
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ング、及び伝送ブロックサイズを決定する。
　１．ＷＴＲＵによって監視されるようなチャネルの条件を示すＣＱＩ（Channel Qualit
y Indication）
　２．速い再送信（ＨＡＲＱ）のために使用されるＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Acknowledge/nega
tive acknowledge）フィードバック
【０００５】
　ハンドオーバは、ＷＴＲＵがサービスの中断なしに１のセルから他のセルに切り替える
プロセスである。ＨＳＤＰＡでは、高速の共有チャネルは単一のセル内のＷＴＲＵによっ
て監視される。このセルは、「サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル」と呼ばれる。ハンドオー
バが発生すると、ＷＴＲＵは、新しいサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル（ターゲットセル／
ノードＢ）へ切り替え、古いサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル（ソースセル／ノードＢ）と
の通信を停止することを必要とする。この手順は、サービングＨＳ－ＤＳＣＨのセルの変
更（セルチェンジ）とも呼ばれている。
【０００６】
　図２は、ハンドオーバの手順を実行する方法２００のフローチャートを示している。Ｗ
ＴＲＵは、近隣のセルの信号強度を連続的に測定する（ステップ２０２）。ＷＴＲＵは、
測定された近隣のセルの信号強度をサービングセルからの信号の強度と比較する（ステッ
プ２０４）。一旦、監視された近隣のセルのＣＰＩＣＨ（common pilot channel）上で測
定された信号強度が、サービングセルの信号強度を上回れば、ＷＴＲＵは、ＲＮＣに対し
てセルの変更が必要であることを示す（「最高のセルの変更」と呼ばれる：ステップ２０
６）。最高のセルの変更は、ＲＲＣ　ＭＥＡＳＵＲＥＭＥＮＴ　ＲＥＰＯＲＴのイベント
１Ｄを通じてＷＴＲＵからＲＮＣに報告される。このレポートは、信号強度の測定値とセ
ルＩＤとを含む。ＲＮＣはそこで、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルの変更が起こりそうか
どうかの最終的な決定を行う。そして、ＷＴＲＵを新しいノードＢへ切り替えるため、ハ
ンドオーバが実行される（ステップ２０８）。
【０００７】
　新しいサービングＨＳ－ＤＳＣＨセルは、チャネル構成が起こる時にＷＴＲＵに対する
ダウンリンク送信を始める必要がある。最高の伝送速度と最大のスペクトル効率を達成す
るためには、ノードＢは、できるだけ早く新しいチャネルの条件に適応する必要がある。
新しいセル内でＷＴＲＵによって測定されたチャネル品質の条件は、ターゲットのノード
Ｂには知られていない。したがって、最大のＭＣＳ（Modulation Coding Scheme）はすぐ
には達成できない。ノードＢは、最適なデータ伝送速度での送信の前に、ＷＴＲＵから少
数のＣＱＩのレポートを受信するために待機しなければならない。
【０００８】
　ＣＱＩのレポートがノードＢに送信される前に、ターゲットのノードＢは、ＷＴＲＵが
サポートするよりも低い速度で送信を開始する。これは、ノードＢが新しいチャネルの条
件に適応できるまで、ＨＳＤＰＡのリソースを浪費することになる。新しいセルでダウン
リンクチャネルの条件がより良好であるためにＲＮＣがノードＢの交換を実行したことに
留意すると、セルの変更はキャパシティとリソースの浪費となる場合がある。
【０００９】
　他方、適当な数のＣＱＩのレポートがターゲットのノードＢによって受信される前に、
ターゲットのノードＢは、新しいチャネルの条件は古いチャネルよりも良好であると仮定
して、ＨＳＤＰＡリソースの浪費を回避するために、より高いデータ伝送速度で送信を始
めることができる。しかし、ＷＴＲＵは、ハンドオーバの後ですぐに不利なチャネルの条
件を測定している場合があり、ＨＳ－ＤＳＣＨ上のデータを解読することは困難かもしれ
ない。そのような問題は、ノードＢが新しいチャネルの条件に適応するまで、再送及びよ
り高いエラー率を引き起こすだろう。
【００１０】
　現在の３ＧＰＰリリース６の仕様書は、最適なＭＣＳの選択とハンドオーバが発生した
後の新しいサービングセルにおけるＨＳ－ＤＳＣＨのスケジューリングに対するサポート
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を提供していない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　ＣＱＩ（channel quality indication）のレポート又は他の測定レポートの送信のため
、ＷＴＲＵ（wireless transmit/receive unit）で実行される方法は、トリガを受信する
ことによって開始する。ＣＱＩのレポートは、停止条件が達せられるまでハンドオーバの
ターゲットのノードＢへ送信される。ＷＴＲＵは、停止条件が達せられると、ターゲット
のノードＢへＣＱＩのレポートを送信することを停止する。この方法を実行するように構
成されるＷＴＲＵは、アンテナ、このアンテナに接続される送受信機、及びこの送受信機
と通信するプロセッサを含み、このプロセッサは前記ＣＱＩのレポートをハンドオーバの
ターゲットのノードＢに送信するように構成される。
【００１２】
　本発明のより詳しい理解は、以下の説明、示された実施形態、及び添付図面とともに得
られるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ＨＳＤＰＡを利用するために構成されたシステムの図である。
【図２】ハンドオーバを実行する方法のフローチャートである。
【図３】２つの埋め込まれたＣＱＩのレポートを備えたＨＳ－ＤＰＣＣＨのシグナルの図
である。
【図４】２つの埋め込まれたＣＱＩのレポートを備えた他のＨＳ－ＤＰＣＣＨのシグナル
の図である。
【図５】ＣＱＩのレポートをターゲットのノードＢへ送信するための方法のフローチャー
トである。
【図６】ＣＱＩのレポートを送信及び受信するように構成されたＷＴＲＵ及びノードＢを
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　「無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）」の用語は、本明細書で言及されるとき、ユーザ機
器(ＵＥ)、移動局、固定された又は可搬性の加入者ユニット、ページャ、携帯電話、ＰＤ
Ａ（personal digital assistant）、コンピュータ、又は無線環境で動作可能な他のタイ
プのユーザ装置を含むがこれに限定されない。「ベースステーション」の用語は、本明細
書で言及されるとき、ノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、又は
無線環境で動作可能な他のタイプのインターフェイス機器を含むがこれに限定されない。
【００１５】
　以下に開示された実施形態は、ＨＳＤＰＡでハンドオーバの手順が発生した後に、新し
いサービングノードＢ上で送信されるデータに関連している。具体的には、セルを変更す
る時（すなわち、新しいＨＳ－ＤＳＣＨでＷＴＲＵへデータ送信を始める前）のデータに
ついて最適な伝送速度を判断するために、及びスケジューリングに要求されるＣＱＩのフ
ィードバック情報をターゲットのノードＢに提供する方法が開示される。
【００１６】
　以下に記述された実施形態がＷＣＤＭＡシステムに関連するとしても、記述された概念
は、機動性やハンドオーバを支持する他の技術（ＷｉＭａｘなどのような）にも適用可能
である。さらに、ＣＱＩのフィードバックは、他の技術において使用される他の測定レポ
ートを参照することができる。
【００１７】
　最初の実施形態は、ＷＴＲＵの、アクティブなセットの範囲内におけるノードＢへの既
存のアップリンク接続を使用する。アクティブなセットは、１または複数のノードＢと共
にＷＴＲＵとの間で確立されたすべての無線リンクを含む。ダウンリンク（ＤＬ）のサー
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ビングセルの変更がアクティブセットの中で生じる場合、ＷＴＲＵは、アップリンク（Ｕ
Ｌ）の新しいノードＢとの既存の通信コンテクストを有している。加えて、サービングセ
ルの変更がアクティブ　セット　アップデートと同時に発生した場合、新しく追加された
近隣のノードＢへのＵＬ接続は、ＤＬサービングセルの変更の前に確立される。
【００１８】
　この実施形態においては、ＷＴＲＵは、ハンドオーバ処理の間中、ＣＱＩのレポートを
ソースのノードＢ及びターゲットのノードＢの両方に送信することができる。ハンドオー
バが完了するとき、ＷＴＲＵは、ＣＱＩのレポートを新しいサービングＨＳ－ＤＳＣＨセ
ルだけに送信する。
【００１９】
　ハンドオーバの処理の間、ＷＴＲＵは、知覚されたチャネルの品質を評価するためター
ゲットのノードＢからの多くのパラメータを監視する。この実施形態においては、ＷＴＲ
Ｕは、サービングノードＢのために現在定義されたのと同一のＣＱＩの測定値を報告する
。
【００２０】
　第２の実施形態においては、他の何れのダウンリンク基準チャネル上の測定値も、チャ
ネルの品質を測定する基準を引き出すために使用されることができる。
【００２１】
　第３の実施形態においては、ハンドオーバの処理の間、ＷＴＲＵは、ソースのノードＢ
及びターゲットのノードＢの両方にＣＱＩの情報を送信するために同一のＨＳ－ＤＰＣＣ
Ｈ（high speed dedicated physical control channel）のコードを使用する。ターゲッ
トのノードＢのためのＣＱＩのレポートは、ＨＳ－ＤＰＣＣＨサブフレーム内のソースの
ノードＢのＣＱＩの情報に付加される。
【００２２】
　例えば、ＣＱＩ１及びＣＱＩ２は、ソースのノードＢ及びターゲットのノードＢのそれ
ぞれのＣＱＩの情報に相当する。図３に示されたように、１のＨＳ－ＤＰＣＣＨサブフレ
ーム３００は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ３０２、ＣＱＩ１（ターゲットのノードＢのレポート）
３０４、及びＣＱＩ２（ソースのノードＢのレポート）３０６で構成される。スロットの
フォーマットは、ハンドオーバの処理の間にＷＴＲＵがフォーマットを前後に切り替える
ことができる場面では、静的であるか（例えば、新しいスロットフォーマットが定義され
常に使用される）又は動的である。
【００２３】
　あるいはまた、フィードバックのメカニズムは、異なるＨＳ－ＤＰＣＣＨ上で情報を送
信することを基礎にしている。ノードＢがアクティブセットに追加されるとき、それは新
しいＨＳ－ＤＰＣＣＨのコードを割り当てられる。したがって、ノードＢは、監視するた
めの異なるＨＳ－ＤＰＣＣＨのコードを有し、ＷＴＲＵは、そのアクティブセットの範囲
内にある全てのノードＢに割り当てられたＨＳ－ＤＰＣＣＨのコードを認識している。
【００２４】
　例えば、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ１及びＨＳ－ＤＰＣＣＨ２のコードは、それぞれソースのノ
ードＢ及びターゲットのノードＢに割り当てられる。ハンドオーバの間、ＷＴＲＵは、Ｈ
Ｓ－ＤＰＣＣＨ２のコードに関するＣＱＩの情報をターゲットのノードＢへ送り始め、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ及びＨＳ－ＤＰＣＣＨ１のコードに関するＣＱＩの情報をソースのノード
Ｂへ送り続ける。ＨＳ－ＤＰＣＣＨ内のＣＱＩのフォーマットは同じままである。
【００２５】
　第４の実施形態において、ノードＢに関連するＣＱＩは、１つおきのＴＴＩ（transmis
sion time interval）ごと、又はＴＴＩの倍数ごとに送信され、異なるノードＢに関連す
るＣＱＩの送信は時間差が設けられる。図４に示されるように、ターゲットのノードＢの
ためのＣＱＩ（ＣＱＩ（ＮＥＷ））は、ソースのノードＢのためのＣＱＩ（ＣＱＩ（ＯＬ
Ｄ））とは異なるＨＳ－ＤＰＣＣＨサブフレーム内にある。第１のサブフレーム４００は
、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ４０２及びＣＱＩ（ＯＬＤ）４０４で構成され、第２のサブフレーム
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４１０は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ４１２及びＣＱＩ（ＮＥＷ）４１４で構成される。
【００２６】
　この方法では、どのサブフレームが関連するＣＱＩを含むかを各ノードＢが決定するこ
とを可能にするというルールが確立される場合がある。このようなルールは、ＳＦＮに関
連するＨＳ－ＤＰＣＣＨの送信のタイミングに基づく場合がある。あるいは、予め確立さ
れたルールは定義されず、両方のノードＢが、どのサブフレームが自分自身の送信に関係
するかを理解しようとする。典型的には、ターゲットのノードＢは、最大のＣＱＩが自身
の送信に関係すると推定するが、一方でソースのノードＢは、保守的に最小のＣＱＩが自
身の送信に関連すると推定する。
【００２７】
　あるいは、ハンドオーバが生じるとすぐに、又は測定レポートが出された後の合間の時
間に、ＷＴＲＵは、ＣＱＩのレポートをターゲットのノードＢにだけ連続的かつ頻繁に送
信する。ＣＱＩのレポートの頻度は、通常の動作の間に使用される頻度よりも高い。より
頻繁なＣＱＩのレポートは、ターゲットのノードＢがチャネルの条件に迅速に適合するこ
とを可能にする。速いＣＱＩのレポートの頻度は高位のレイヤによって構成され、ＷＴＲ
Ｕによって予め決定され、又は一定時間に連続するＴＴＩで連続的に送信されることがで
きる。
【００２８】
　第５の実施形態において、ＣＱＩのレポートは、任意の他の既存の又は新しいＬ１、Ｌ
２又はＬ３のシグナリングのメカニズム／チャネルを使用することによって送信される。
【００２９】
　第６の実施形態において、ＣＱＩのレポートは、Ｅ－ＤＣＨのチャネルへマッピングさ
れる。
【００３０】
　第７の実施形態において、ターゲットのノードＢへのＣＱＩは、イベント１Ｄ上のＷＴ
ＲＵから送られる測定のレポートのメッセージなどの、ＲＲＣシグナリングを使用するこ
とで報告されることができる。ＲＮＣは、それから、ＷＴＲＵへの無線リンクを構成する
と、ＣＱＩの測定値をターゲットのノードＢに転送する。
【００３１】
　図５は、ＣＱＩのレポートをターゲットのノードＢへ送信する方法５００のフローチャ
ートであり、上記した各々のＣＱＩのレポートの実施形態に関連して使用可能である。Ｗ
ＴＲＵが、ＣＱＩのレポートをターゲットのノードＢに送り始めるためのトリガを受信し
たかどうかが判断される（ステップ５０２）。トリガは、以下の条件の１又は任意の組み
合わせに基づく。
【００３２】
　１．イベント１Ｄの測定基準が満たされた直後。
【００３３】
　２．イベント１Ｄの測定レポートを送信した後の時間間隔（Δｔ）。ここで、Δｔは、
高位のレイヤでのシグナリングを通して設計可能なパラメータである。Δtの値の例は、3
0msと60msである。
【００３４】
　３．サービングセルの変更を示しているＷＴＲＵによって、高位のレイヤでのシグナリ
ング（例えば、トランスポート／物理チャネル又は無線ベアラの再構成）が受信されると
き。
【００３５】
　４．ＷＴＲＵが、サービングセルの変更を示しているＲＲＣのアクティブセットの更新
メッセージを受信するとき。ＣＱＩの情報は、ノードＢへのＵＬ通信が利用可能になると
すぐに送られることができる。
【００３６】
　一旦、ＷＴＲＵがトリガの条件を受信すると、このＷＴＲＵは、上記した実施形態の何
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れかを使用して、ＣＱＩのレポートをターゲットのノードＢへ送り始める（ステップ５０
４）。ＷＴＲＵは、周期的／連続的にＣＱＩのレポートを送信するか、又は予め設定され
た回数でＣＱＩのレポートを送信する（例えば、１回または２回）。連続的な送信の場合
は、周期性は高位のレイヤのシグナリングを通して構成される。また、ハンドオーバが発
生しない場合には、ターゲットのノードＢに対するＣＱＩのレポートの送信を停止するた
めのメカニズムが必要である。
【００３７】
　停止条件が達せられたかどうかの決定がなされる（ステップ５０６）。以下のメカニズ
ムは、停止条件を決定するために、単独で又は組み合わせて使用される。
【００３８】
　１．タイマは、上記した何れかの条件を引き起こすことで開始したＷＴＲＵにおいて保
持されることができる。ＷＴＲＵは、ハンドオーバが発生しているか又は設定された時間
内に発生しそうであることの指示を受信しなければ、ＣＱＩのレポートの送信を停止する
。
【００３９】
　２．既存のハンドオーバの測定レポートのメカニズムを使用する。現在、ＷＴＲＵは、
ＲＮＳがハンドオーバが発生していると示すまで、又は予め設定された時間まで、周期的
にＲＲＣの測定レポートのメッセージをＲＮＣへ送る。ＷＴＲＵが、ハンドオーバが失敗
したことによって測定レポートの送信を停止する場合に、このＷＴＲＵは、ＣＱＩのレポ
ートの送信を停止する。
【００４０】
　３．ターゲットのノードＢへのＣＱＩのレポートの送信を停止することをＷＴＲＵに示
すため、既存の又は新しいＬ１、Ｌ２、又はＬ３のシグナリングを使用する。
【００４１】
　停止条件が達せられなかった場合（ステップ５０６）、ＷＴＲＵは、ＣＱＩのレポート
をターゲットのノードＢに送信し続ける（ステップ５０８）。停止条件が達せられた場合
、ＷＴＲＵは、ＣＱＩのレポートをターゲットのノードＢに送信することを停止し（ステ
ップ５１０）、この方法は終了する。
【００４２】
　以下の条件の１又は組み合わせが生じた場合、ターゲットのノードＢは、ＷＴＲＵから
のＣＱＩのレポートのデコードを開始することができる。
【００４３】
　１．ＲＮＣから、このＷＴＲＵとのサービング無線リンクを再構成するためのシグナリ
ングが受信された直後。ターゲットノードＢは、このメッセージをＣＱＩのレポートのデ
コードを開始するための内部のトリガとして使用できる。
【００４４】
　２．ノードＢは、ＣＱＩのレポートが送られたかどうかを決定するために、ブラインド
検出を使用する。
【００４５】
　図６は、ＣＱＩのレポートを送信及び受信するように構成されたＷＴＲＵ６０２及びノ
ードＢ６１０を示す図である。ＷＴＲＵ６０２は、アンテナ６０４、アンテナ６０４に接
続された送受信機６０６、及びこの送受信機６０６と通信するプロセッサ６０８とを含む
。プロセッサ６０８は、方法５００及びＣＱＩのレポートをノードＢ６１０に送信するた
めの記述された何れかの実施形態を実行するために構成される。
【００４６】
　ノードＢは、アンテナ６１２、このアンテナ６１２に接続された送受信機６１４、及び
この送受信機６１４と通信するプロセッサ６１６を含む。
【００４７】
　特徴及び要素は、好ましい実施形態における特定の組合せの中で記述されたが、各々の
特徴または要素は、他の特徴および要素なしに単独で、または、他の特徴や要素の有無に
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関わらない種々の組合せで、使用することができる。提供される方法またはフローチャー
トは、コンピュータプログラム、ソフトウェア、又はファームウェアの中で実行される。
これらは、汎用コンピュータやプロセッサによって実行されるために、コンピュータで読
み取り可能な記憶媒体に明確に具体化される。コンピュータで読み取り可能な記憶媒体の
例として、ＲＯＭ（read only memory)、ＲＡＭ（random access memory）、レジスタ、
キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクやリムーバブルディスク
などの磁気媒体、光磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭディスクなどの光学式媒体、及びＤＶＤ（di
gital versatile disks)を含む。
【００４８】
　適当なプロセッサは、例として、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ
、ＤＳＰ（digital signal processor）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連
する１または複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩ
Ｃｓ（Application Specific Integrated Circuits）、ＦＰＧＡｓ（Field Programmable
 Gate Arrays）回路、他のあらゆるタイプの集積回路(ＩＣ)、及び／又はステートマシン
を含む。
【００４９】
　ソフトウェアに関連するプロセッサは、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユーザ機器
(ＵＥ)、端末装置、基地局、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、又は任意のホス
トコンピュータを使用するための無線周波数トランシーバーを実行するために利用される
ことができる。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電話、スピーカフ
ォン、バイブレーション機器、スピーカ、マイクロフォン、テレビジョン送受信機、ハン
ズフリーヘッドセット、キーボード、ブルートゥース（登録商標）モジュール、ＦＭ（fr
equency modulated）ラジオユニット、液晶（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、有機発光
ダイオード（ＯＬＥＤ）、ディスプレイユニット、デジタル音楽プレイヤー、メディアプ
レイヤー、ビデオゲームプレイヤモジュール、インターネットブラウザ、及び／又は任意
の無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）モジュールなどのハードウェア及び／又はソフトウェアに実装
されるモジュールとともに利用できる。
【００５０】
［実施形態］
１．ＷＴＲＵ（wireless transmit/receive unit）でＣＱＩ（channel quality indicati
on）のレポートを送信することを実行するための方法において、トリガを受信するステッ
プと、ＣＱＩのレポートをハンドオーバのターゲットのノードＢに送信するステップと、
停止条件が達せられたかを決定するステップと、前記停止条件が達せられた場合に、ＣＱ
Ｉのレポートの送信を停止するステップとを含む。
２．実施形態１の方法において、前記トリガは、測定基準のイベント１Ｄが満たされるこ
とである。
３．実施形態１の方法において、前記トリガは、測定基準のイベント１Ｄが満たされた後
の合間の時間である。
４．実施形態１の方法において、前記トリガは、サービングセルの変更の指示である。
５．実施形態４の方法において、前記指示は、高位のレイヤでのシグナリングを介して受
信される。
６．実施形態４の方法において、前記指示は、無線リソース制御のアクティブセットを更
新するメッセージを介して受信される。
７．実施形態１－６の何れか１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、ハンドオーバ
のターゲットのノードＢへ送られる。このノードＢは、ハンドオーバの処理の継続中は、
ＷＴＲＵのアクティブセットに属している。
８．実施形態１－６の何れか１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、ＣＱＩのレポ
ートをソースのノードＢに送るために使用される高速個別物理制御チャネルのコードを使
用して、ハンドオーバのターゲットのノードＢへ送られる。
９．実施形態８の方法において、ターゲットのノードＢのためのＣＱＩのレポートは、ソ
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ースのノードＢのＣＱＩのレポートと共にサブフレーム内で送信される。
１０．実施形態１－６の何れか１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、ソースのノ
ードＢで使用されるＨＳ－ＤＰＣＣＨのコードとは異なるＨＳ－ＤＰＣＣＨ（different 
high speed dedicated physical control channel）のコードを使用して、ハンドオーバ
のターゲットのノードＢへ送られる。
１１．実施形態１－６の何れか１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、１つおきの
送信時間間隔でターゲットのノードＢへ送信される。
１２．実施形態１－６の何れか１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、ソースのノ
ードＢのＣＱＩのレポートとは異なるサブフレーム内で、ターゲットのノードＢへ送信さ
れる。
１３．実施形態１－６の何れか１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、送信時間間
隔の倍数ごとにターゲットのノードＢへ送信される。
１４．実施形態１－６の何れか１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、レイヤ１の
シグナリング、レイヤ２のシグナリング、及びレイヤ３のシグナリングからなるグループ
から選択されたシグナリングを介してターゲットのノードＢへ送信される。
１５．実施形態１－６の何れか１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、強化された
専用チャネルへマッピングされる。
１６．実施形態１－６の何れか１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、無線リソー
ス制御シグナリングを介してターゲットのノードＢへ送信される。
１７．実施形態１－１６の何れか１の方法において、前記停止条件は、ＣＱＩのレポート
を送信する予め設定された回数である。
１８．実施形態１－１７の何れか１の方法において、前記ＣＱＩのレポートはターゲット
のノードＢへ周期的に送信され、前記停止条件は、トリガを受信すると開始するタイマで
ある。
１９．実施形態１－１７の何れか１の方法において、　前記ＣＱＩのレポートはターゲッ
トのノードＢへ周期的に送信され、前記停止条件は、無線ネットワーク制御装置へ送信さ
れた無線リソース制御の計測レポートのメッセージに基づいており、ＷＴＲＵが、ハンド
オーバが失敗することによって測定レポートの送信を停止する場合に、このＷＴＲＵがＣ
ＱＩのレポートをターゲットのノードＢへ送信することを停止する。
２０．実施形態１の方法において、前記トリガはハンドオーバであり、前記送信ステップ
は、ターゲットのノードＢに対して連続的なＣＱＩのレポートを送信することを含む。
２１．実施形態２０の方法において、前記ＣＱＩのレポートを送信する頻度は、高位のレ
イヤによって設定される。
２２．実施形態２０の方法において、前記ＣＱＩのレポートを送信する頻度は、ＷＴＲＵ
によって設定される。
２３．実施形態２０の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、予め定められた期間に連
続する送信時間間隔で連続的に送信される。
２４．実施形態１の方法において、前記トリガは、測定レポートが引き起こされた後の時
間間隔であり、前記送信ステップは、ＣＱＩのレポートをターゲットのノードＢへ連続的
に送信することを含む。
２５．実施形態２４の方法において、前記ＣＱＩのレポートを送信する頻度は、高位のレ
イヤによって設定される。
２６．実施形態２４の方法において、前記ＣＱＩのレポートを送信する頻度は、ＷＴＲＵ
によって設定される。
２７．実施形態２４の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、予め定められた期間に連
続する送信時間間隔で連続的に送信される。
２８．実施形態１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、ターゲットのノードＢへ周
期的に送信され、前記停止条件はＷＴＲＵによって受信されるレイヤ１のシグナルに基づ
く。
２９．実施形態１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、ターゲットのノードＢへ周
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期的に送信され、前記停止条件はＷＴＲＵによって受信されるレイヤ２のシグナルに基づ
く。
３０．実施形態１の方法において、前記ＣＱＩのレポートは、ターゲットのノードＢへ周
期的に送信され、前記停止条件はＷＴＲＵによって受信されるレイヤ３のシグナルに基づ
く。
３１．無線送受信ユニットにおいて、アンテナと、前記アンテナに接続される送受信機と
、前記送受信機と通信するプロセッサとを含み、前記プロセッサは、ハンドオーバのター
ゲットのノードＢへチャネル品質表示のレポートを送信するように構成される。
３２．実施形態１－３０の何れか１の方法を実行するために構成された無線送受信ユニッ
ト。

【図１】

【図２】

【図３】



(11) JP 5315249 B2 2013.10.16

【図４】 【図５】

【図６】



(12) JP 5315249 B2 2013.10.16

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  クリストファー　アール．ケイブ
            カナダ　エイチ９エー　３ジェイ２　ケベック　モントリオール　ドラール－デ－オルモー　バフ
            ィン　２５８
(72)発明者  ポール　マリニエール
            カナダ　ジェイ４エックス　２ジェイ７　ブロッサール　ストラビンスキ　１８０５

    審査官  佐藤　敬介

(56)参考文献  国際公開第２００５／０３６８９５（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００３－２８４１１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２４６０８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０２５４３８（ＪＰ，Ａ）　　　
              3rd Generation Partnership Project;Technical Specification Group Radio Access Network;
              High Speed Downlink Packet Access (HSDPA);Overall description;Stage 2(Release 7)，3GPP
               TS 25.308 V7.0.0 (2006-03)，3GPP，２００６年　３月，P1～P28
              Medium Access Control (MAC) Standard for cdma2000 Spread Spectrum Systems Release C，3
              GPP2 C.S0003-C Version 2.0，3GPP2，２００４年　８月，P2-108～P2-151

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｗ　　４／００－９９／００　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

